
CVIT2018 受賞者一覧 

○印は Best Abstract 賞受賞者 

＜臨床研究部門＞ 

木谷 祐也（国立大学法人 旭川医科大学）／北海道支部 

Fabry 病には冠攣縮性狭心症が高率に合併する 

 

下岡 良典（医療法人北晨会 恵み野病院）／北海道支部 

OCT による SYNERGY TM ステント留置後の早期ステント内変化の観察 

 

佐々木 伸也（公益財団法人宮城厚生協会 坂総合病院）／東北支部 

CLI に対する BK EVT における 2D perfusion による足部造影性が創治癒に与える影響の

検討 

 

大原 妃美佳（太田綜合病院附属太田西ノ内病院）／東北支部 

当院での DCA の使用経験 

 

墨 卓哉（国立大学法人 名古屋大学大学院）／東海北陸支部 

ステント後拡張のステント長に及ぼす影響に関する検討 

 

石浦 純子（三重大学医学部附属病院）／東海北陸支部 

心筋梗塞後再発性心室中隔穿孔に対し、Amplatzer duct occluder による閉鎖術を施行した

1 例 

 

佐橋 勇紀（岐阜大学医学部附属病院）／東海北陸支部 

60MHz IB-IVUS で描出される Attenuated lipid area percentage (%purple Area) は術後心

筋障害の発症予測因子となりうる 

 

福永 匡史（社会医療法人大道会 森之宮病院）／近畿支部 

組織欠損有する重症虚血肢に対する早期血行再建術の有用性 

 

篠内 和也（独立行政法人国立病院機構 大阪医療センター）／近畿支部 

慢性完全閉塞病変が急性冠症候群による心停止患者の予後に与える影響 

 

檜垣 忠直（広島市立広島市民病院）／中国四国支部 



Exdcimer Laser Codronary Angioplastry Induced Peri-Stent Contrast Staining に関する検

討 

 

○田畑 範明（熊本大学医学部附属病院）／九州・沖縄支部 

経皮的冠動脈インターベンションを要する冠動脈疾患と悪性腫瘍との併存に関する研究 

 

森山 祥平（九州大学病院）／九州・沖縄支部 

経皮的大動脈弁留置術後の左室・左房のリバース・リモデリングの経時的変化 

 

＜症例報告部門＞ 

檀浦 裕（市立札幌病院）／北海道支部 

BTK intervention の際の distal puncture における Ankle block の有用性 

 

徳野 翔太（名寄市立総合病院）／北海道支部 

左前下行枝入口部病変に対する DCA＋DCB を使用した 3 症例の血管内視鏡による病変部

の検討 

 

不破 貴史（一般財団法人厚生会 仙台厚生病院）／東北支部 

両側下腿浮腫を発症した May-Thurner 症候群に対し血管内治療を施行した一例 

 

大瀧 陽一郎（山形大学医学部附属病院）／東北支部 

David 術後人工血管狭窄による急性冠症候群に対して経皮的冠動脈形成術が奏功した一例 

 

行光 望（帝京大学医学部付属病院）／関東甲信越支部 

慢性腎臓病を合併した重症大動脈弁狭窄症患者に対して、造影剤不使用で経カテーテル的

大動脈弁置換術を施行し透析導入を免れた 1 例 

 

○平野 庸介（東邦大学医療センター 大橋病院）／関東甲信越支部 

慢性血栓塞栓性肺高血圧症の閉塞肺動脈への逆行性アプローチが有用であった一例 

 

松尾 幸果（社会医療法人大雄会 総合大雄会病院）／東海北陸支部 

右冠動脈において Rota-Burr のスタックと Blow Out 型の冠動脈穿孔を認めるも Bail Out

し得た一例 

 

辻 朱紀（関西ろうさい病院）／近畿支部 

エベロリムス溶出性ステント留置 26 ヶ月後の超遅発性ステント血栓症を光干渉断層撮



影，血管内視鏡，近赤外線分光法で観察した一例 

 

民西 俊太（近江八幡市立総合医療センター）／近畿支部 

Malperfusion syndrome を伴った急性大動脈解離の再発に対して、RF needle による大動脈

開窓術が有効であった一例 

 

西村 祐希（近森病院）／中国四国支部 

人工血管を用いた F-P bypass failure に対して EVT を施行した 1 例 

 

髙原 勇介（国家公務員共済組合連合会 浜の町病院）／九州・沖縄支部 

人工股関節置換術に伴う腸骨動静脈の血流障害を認めた 1 例 

 

則松 賢次（出水総合医療センター）／九州・沖縄支部 

当院における distal radial approach での CAG 及び PCI 施行経験 


